


数
百
年
に
渡
っ
て
日
本
人
の
心
を
引
き
つ
け
て
来
た
『
忠
臣
蔵
へ
や
は
り
数
百
年
に
渡
っ
て
人
々
を
震
え
あ
が
ら
せ
続
け
て
い
る
『
四
谷
怪
談
』
。

一
方
が
「
義
」
と
「
組
織
」
の
論
理
で
突
き
進
む
悲
劇
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
方
は
「
悪
」
の
論
理
と
「
個
」
の
激
情
が
突
き
動
か
す
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

実
に
正
反
対
に
見
え
る
こ
つ
の
物
語
が
語
る
事
件
は
、

ポ
ジ
と
ネ
ガ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
逆
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
言
え
る
表
裏
一
体
の
も
の
な
の
だ
。

そ
も
そ
も
江
戸
時
代
後
期
の
狂
言
作
家
・
鶴
屋
南
北
が
書
い
た
『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
で
は

主
人
公
・
民
谷
伊
右
衛
門
は
赤
穂
浪
士
と
い
う
設
定
。

江
戸
時
代
の
芝
居
小
屋
で
は
『
忠
臣
蔵
』
と
『
四
谷
怪
談
』
が
二
日
間
に
渡
っ
て
一
幕
づ
っ
交
互
に
上
演
さ
れ
、

庶
民
に
熱
狂
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
た
。

現
代
で
は
切
り
離
さ
れ
て
上
演
さ
れ
て
い
る
「
表
」
と
「
裏
」
の
物
語
が
同
じ
舞
台
の
上
に
現
れ
た
と
き
|
|
|

そ
こ
に
は
「
忠
義
の
美
談
」
「
お
岩
怪
談
」
以
上
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
与
え
る
何
か
が
存
在
し
た
の
だ
。

元
禄
か
ら
文
化
・
文
政
に
か
け
て
江
戸
町
人
を
熱
狂
さ
せ
た
芝
居
『
忠
臣
蔵
』
と
『
四
谷
怪
談
』
。

二
つ
の
物
語
は
、
深
作
欣
二
監
督
の
熱
気
溢
れ
る
演
出
に
よ
っ
て
映
画
『
忠
臣
蔵
外
伝
四
谷
怪
談
』
と
し
て
、

平
成
の
今
再
び
、
舞
台
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
変
え
て
娃
る
/

時
代
は
、
江
戸
中
期
・
元
禄
時
代
。

浪
々
の
末
、
よ
う
や
く
赤
穂
藩
浅
野
家
の
家
臣
に
取
り
立
て
ら
れ
た
民
谷
伊
右
衛
門
。

そ
ん
な
伊
右
衛
門
を
、
そ
し
て
赤
穂
藩
を
突
然
襲
っ
た
悲
劇
:
・
。

再
び
浪
人
と
な
り
、
琵
琶
の
門
付
け
に
立
つ
伊
右
衛
門
の
前
に
現
れ
た
一
人
の
女
|
|
。

『
忠
臣
蔵
外
伝
四
谷
怪
談
』
が
描
く
の
は
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
全
く
新
し
い
世
界

l
l

愛
と
幻
想
。

ゅ
な

伊
右
衛
門
と
、
彼
を
慕
う
湯
女
・
お
岩
と
の
愛
を
中
心
に
、

討
ち
入
り
を
願
い
な
が
ら
も
転
落
し
て
い
く
、
伊
右
衛
門
を
は
じ
め
と
す
る
浪
士
た
ち
の
青
春
、

吉
良
家
家
臣
の
孫
娘
・
お
梅
の
伊
右
衛
門
へ
の
横
恋
慕
、
大
石
内
蔵
助
と
伊
右
衛
門
の
人
間
ド
ラ
マ
が
、

大
石
内
蔵
助
ら
四
十
七
士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
ま
で
を
背
景
に
、

一
つ
に
融
合
し
て
、
息
も
つ
か
せ
ぬ
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。
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こ

の

奇

抜

な

ス

ト

ー

リ

ー

と

、

深

作

監

督

の

独

想

的

な

イ

マ

ジ

ネ

ー

シ

ョ

ン

を

最

大

限

に

生

か

す

た

め

技

術

面

で

は

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

、

グ

ラ

フ

ィ

ッ

ク

ス

な

ど

現

代

最

先

端

の

方

法

を

駆

使

。

ま

た

、

民

谷

伊

右

衛

門

に

佐

藤

浩

市

、

お

岩

に

高

岡

早

紀

、

そ

し

て

大

石

内

蔵

助

に

津

川

雅

彦

と

い

う

斬

新

な

キ

ャ

ス

ト

を

起

用

し

、

巨

匠

・

深

作

欣

二

が

お

く

る

、

常

識

を

く

つ

が

え

す

エ

ン

タ

ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

大

作

『

忠

臣

蔵

外

伝

四

谷

怪

談

』

。

日

本

映

画

史

上

、

稀

に

み

る

傑

作

が

今

秋

そ

の

全

貌

を

あ

ら

わ

す

/

{

キ

ャ

ス

ト

}

民

谷

伊

右

衛

門

お

岩

お

梅
伊

藤

喜

兵

衛

お

槙

横

川

勘

平

宅

悦

お

か

る

(

新

人

)

堀

部

弥

兵

衛

矢

頭

長

助

大

石

主

税

岡

野

金

右

衛

門

高

田

郡

兵

衛

矢

頭

右

衛

門

七 佐
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浩

市

高

岡

早

紀

荻

野

目

慶

子

石

橋

蓮

司

渡

辺

え

り

子

火

野

正

平

六

平

直

政

菊

池

麻

衣

子

下

元

勉

奥

村

公

延

真

矢

武

青

山

裕

一

谷

口

高

史

柴

田

善

行

初

旬

浅

野

内

匠

頭

(

特

出

)

真

田

広

之

吉

良

上

野

介

(

特

出

)

田

村

高

虞

札

浮

橋

太

夫

(

特

出

)

名

取

裕

子

民

谷

伊

織

へ

清

水

一

学

堀

部

安

兵

衛

【

ス

タ

ッ

フ

】

脚製

本作
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